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「日本臨床寄生虫学会賞」選考規定 
（目的） 
第 1条 日本臨床寄生虫学会は，本学会会員によ

ってなされた臨床寄生虫学（会）に関わ

る顕著な業績を讚えるために「日本臨床

寄生虫学会賞」を設ける． 
（受賞対象者） 
第 2条 臨床寄生虫学における基礎・臨床・対策

研究等において顕著な成果を挙げ，その

貢献が著しいと認められるもので，下記

の要領により，原則として毎年 1件選考
される． 

  2. 推薦を受けた時点で日本臨床寄生虫学
会の会員歴が 3年以上であり，会費の納
入を怠っていないこと． 

  3. 日本臨床寄生虫学会誌 Clinical Parasitol-
ogy への投稿や年次大会への参加を積極
的に行っていること． 

  4. 優れた原著論文や総説（Clinical Parasit-
ology が望ましい）の筆頭著者として推
薦を受ける場合は，その内容が本人によ

り本学会大会で発表されていることを

要する． 
（選考委員会） 
第 3条 日本臨床寄生虫学会受賞者の選考のた

めに選考委員会を設ける． 
  2. 選考委員会は全理事をもって構成する． 
  3. 選考委員長は理事長がつとめる． 
  4. 選考委員会の開催（稟議による場合を含

む）は委員の 1/2 以上の出席を必要とす
る．委任状の提出は，出席とみなす． 

（選考） 
第 4条 選考は以下の手順で行う． 
  2. 推薦 評議員は受賞候補者を推薦する

ことができる． 
  3. 受賞者の決定 選考委員会は，推薦を受

けた候補者について審査を行い，受賞者

を決定する． 

 
（報告） 
第 5条 委員長は，選考過程および結果について

評議員会および総会に報告する． 
（表彰） 
第 6条 理事長は，受賞者に対し，その年度の大

会総会において，賞状と副賞を贈呈して

これを表彰する． 
（補則） 
第 7条 この規程の解釈及び運用について疑義

が生じたときは，理事会の決するところ

による． 
  2． この規程に定めるもののほか，選考にか

かわる必要な事項は，理事会の議を経て

別に定める． 
  3． この規程の改正は，理事会が必要と認め

た時に，その議を経て評議員会の承認を

得る． 
付 則 
本規程は 2014年 6月 14日評議員会および総会に
おいて承認されたもので，同日から施行する． 
 
第 7条に基づく「日本臨床寄生虫学会賞」選考規
程に関する申し合わせ事項 
（2014年 6月 13日理事会） 
1) 選考委員会委員は，評議員からの推薦が無い
場合は，候補者の追加推薦を行うことができ

る． 
2) 選考委員会を欠席する場合は委任状を提出し
て，委任者に意見を託すことができる． 

3) 投票により決定する場合，その結果による受
賞者の判断は，選考委員長の決するところに

よる． 
4) 選考委員が候補者となった場合，当該委員は
選考委員会における審議及び投票に参加する

ことができない． 
 


